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Ship Research Insも沌uもe

Absi汗acも: Ma再me　隅ixed　曹ayer is　紘mO騨n　七o p書ay an inipoもamも　ro盲e in　抽e　もranspo再a七ion of po青首ution

ex沌盲ng s的ip-ずunme層S｡ The applicaも岳on oず　a cfiffusion悶Ode召　盲s cr沌ically depend upon a reliafale

esも看maもe oず　柚e Hd｡約0関everタ　紬e processes　もhaも　紬r弼1ids are noもwell undierstood,though consider-

ab盲e progress　もoword　もhe悶a再ne bounぬry layer has been ac狛evecl. T狛s repo再　desc再bes observatfons

of　もhe la再me m摘ed　盲ayer軒om　もhe course　萱se-wanもo Ni巨ji陥W沌h紬e i雨ention of gaining a better

understanding oず　七hier sもrucもures by a sh垂pboard　　ぬV｡The observaも盲ons were made in summer of 1991.

One ir沌eresもimgやeaもure oや　紬e observaもions was　柚a七　七he niu拍ip召e tayers of aerosol was encountered.

1.まえがさ 船舶からの大気汚染物質が環境に及ぼす影響を評価する勉めに､拡散予測モデルが必要である｡

海上では測定の困難さもあって､拡散喝の構造や拡散パラメータに関する基礎データも極めて不十分であり､モ

デルの妥当性を検討するぬめ観測調査が実施されぬ'i)本種は､船舶搭載ライダーを使い､混合層中で上方への拡

散が抑制きれる高さをエアロゾ]L,の演度分布から推定した海上混合層についての観測結果である｡

J鮎～〉"～､貌よ敵週　　ライダー装置を航海訓練所青雲丸(5,00銅)に搭載し､右舷斜め前方と上方を観測できるよ
う･:.二賛葺き　　ここ:,7ノ. ::-~ご三､_　モミ:∴了三っ　�"'�"�""-"--"r-'-i,i-<=一宣､ラIJ:デー　書　とデ-:'ミンクを合わせて2線シャイロ

(賭度0｡ 5度)で動揺(ピッチングとロ-リング)を記録心ておき､計算で視角の補正を行っ泡｡気象パラメ

ータは上宝チッ=-l　二王デ.こ: ･三　　:二　､ 7蝣�"'.y喜忘き三三T:く-J..'^-ここてこ:_:三　三｡

旦ユニ混食恩愛腰厳　　ライダ-の受信パワー､ P(陀)から背景光パワーを差引き､距離自乗補正を行った塵f(R)は
(1)式で表される｡
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ここで､民　は距幾､ P8　は入射jヾり-､ 節(R)は体積後方散乱係数､　Pb　は背景光パワーである｡皇昆合層を考

える時､ α(R)はエア田ゾル濃度のみに依存する塵である｡観測では､視程が30km以上であり､高度3km以内

では大気透過率はほぼ　且｡O　と魔なせるので､ず(陀)がβ摘)に比例する塵となり､ヂ(拷)をもってエアロゾル感度と

i/泡｡エアロゾル分布構造は､濃度分布そのものより変化率を風食方が明瞭となる｡ライダーによる都市域境発

層の研究では､次式で定義し灸濃度勾配指標､ NCGCNor弼alized Conce雨raも盲on Grad岳enも)が用いられ泡｡ (2)

ncG(拷)=
ず(R-21R/2)守(托せAR〆2)

･'･.∴o (;:./;:-�";.?:　　　　　　　　　　(S )
f(R)*zIR

ここで､ ∠､:苦言三言童示す~e 'vs票エでは､ニv.y './､二　が竜.¥'.^.をすぎて意に小さくなる場合､誌叢が抑制ざ

れ汲ものと魔て､ピークの最大値をもって上端としぬ｡鉛直方向には複数のピークが見られるため､一本の　NCG

潜げから境界を判定することば発かしい¢　しかし､緩時変化をグラフ化すると､変化過程が明瞭となって境犀を

党風し易くなるのでこの方法を解析に周いぬ｡

旦ふ腰戯酪農　　鉛直分布:盈99丑年8周8田伊勢湾～新島への航海で観測され泡結果について分析し泡｡当

E､関　三雲　二､二は�"-¥'.:;"｣.-蝣.--　　二三千荒　　　　く　:ヒ粟に這.'Vでお*;､一言'=右橿吉事に中心をもつ高気圧が

張り出していぬ｡伊勢湾沖を覇　8:00出航し､同日夕刻新島に到着するまで､晴れており､風速　且佳-19m/secの

西言がこ蝣'-*;v-?一丁､�"*'蝣>　｣~ii:挙　手かLt書きく怠ご､ ,-.-_�"く　まが貫･f主よ_/言い　態になっていた｡くさ毒g.i)就寝中30

/^.i-?:にエアこ､′､､:　や士分　モミr_圭＼∴-｡ - ｣-I二Il.二二　二ソ　　軽雲曾三とそ'0変化塞､ '';CQの代表驚倒であ0､

二デー′　　　崇_　　ここ　シ=r･./ ＼　　　三で､ '.I�""'二の一蝣01/¥'iSよ23.^ミ7�"ォ/*�"こ.T:で吉-蝣?*2｡淫敦盛鼓を､詰責を諏買言

値として､繰り返し計算押oward法)によって求め灸結果は最大0｡07km~1である｡混合層の変化: Fig｡3は　NCG

の経時変化を示し､主なピークをⅩ印で表した｡下のハッチ部は検知器の感度を減じた領域であり､データとし

て僚周していない｡横軸は　NCGの大きさと時間経過を示す｡ NCG　の値iO昭/100m　が横軸五時間の長さに対応し､

右側が正使を示す｡ NCGのピーク値に互いに関連があると推定される大きな変化を示す不連続が3つ<A,B,C)

見える｡混合層の上端高度は伊勢湾内を出航した時点で約　且｡6摘あっ泡｡湾口付近から急に低下して､湾外では

高度的　700-900獅　となり､航路帯でもほぼこの高さを保っていぬ｡また､伊勢湾では､臥　新島に近ずいた所では､

C　といった　NCG　が2番田に大きいピークが明瞭となっている｡気象庁潮岬のレーウィンゾンデデータによれば

'il ': ;.;,



1.6k悶付近に湿度ピークが観測されており､これが不連続A　に対応すると考えられる｡上部不連続､ Aは船が

陸から離れるにつれて消えて､下部の不連続､ Bだけが残っていることから､これが海上混合層に匹敵するもの

と考えられ､湾内では陸上で発達した混合層と海上混合層が2童に存在していたと考えられる｡一方､新島付近

で見られた不連続､ Cは田射の弱まりとともに気温が低下し､海水温度が気温より高い状態となり､新たに混合

の活発な層が形成されたと考えられる｡ライダーによる鉛直断面分布の観測も並行して行ったが､新島に到着す

るまでは海面近くのエアロゾル過度に特徴的な分布は認められなかっ泡が､到着後(18:30噴)海面近くに蒸発

に伴って混合が活発に行われていると推測される漉度分布の乱れが観測された｡この高さは約170mに達してお

り､それ以上では急激にエアロゾル感度が低下していることから上蔀に安定層があったと考えられる｡

5.あとがき　船上ライダー観測によってエアロゾル濃度の鉛直分布とその変化率の経時変化を調べる事が海上

大気構造の観測方法として有効であることが示され､伊勢湾から新島まで観測した結果､混合層の上端は陸上に

おいて約1｡6k臥海上では約700隅から900mであっ良と推定される｡また､湾内では濃度分布が2重構造となる事

が示された｡さらに､海水温が気温より高い状態では､蒸発を伴う活発な層が観測され､かなり高度の低い安定

暦を伴う状態が見られ泡｡

本研究は､モータボート競走公益資金による(財)シップ｡アンド｡オーシャン財団のr船舶運航の大気環境

へ及ぼす影響の現状とその防止技術に関する調査委員会｣と共同して行われた｡また､観測に協力を戴いた航海

訓練所及び高層データを提供して戴いぬ気象庁高層謀に謝意を表します｡

B～｣象煮蕊就(1)山岸､山之内､土屋､第57回船研琴演会(2)松井､笹野､環境科学会誌4(1):33-41(1991)
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Fig.l Meもeorologica匂　daもa悶easured on帥e sh岳p Fig｡2 Example of　抽e vertical profi一e of aerosol｡

from lse-Wanもo N重いj摘a,且991 Aug｡8.　　　且99且　Aug｡8,14:30｡
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Fig｡3　Developmenも　of discon射nu沌y in　紬e marine mixed 一ayer,

Prof岳　es show柚e normarized concentration gradie雨S｡ 1991 Aug.8.
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